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Era は、真性細菌および真核生物で普遍的に保存されている GTPase であり、代謝や

細胞周期および染色体の分配に関与する一方で、リボソームの小（30S）サブユニット

に結合し、そのアセンブリの過程で働くと考えられている。しかし、GTPase の活性発現

の分子生物学的な解析や、30S サブユニット上での結合部位や結合様式は不明であ

った。そこで我々は、まず高度好熱菌 Thermus thermophilus HB8 由来 Era の組み換

えタンパク質を精製し、その GTPase が 30S サブユニットの存在下で亢進されることを

見出した。次に、GTP の非水解アナログである GMPPNP との複合体の結晶構造を決

定したところ、既に報告されている大腸菌ホモログのアポ体とは異なり、N 端の GTP 結

合ドメイン（G ドメイン）のスイッチ領域が、C 端の K-homology（KH）ドメインの２本のα

ヘリックスと、ヌクレオチドの結合を介して緊密に相互作用し、安定なコアを形成してい

ることが明らかになった。一方、KHドメインのRNA結合モチーフは、Gドメインとの接触

面とは異なる側に露出していた。そこで、30S サブユニットと Era の GDP 存在下での複

合体について、クライオ電子顕微鏡像を共同研究で解析したところ、Era がこのモチー

フを介して、30S サブユニットを構成する 16S リボソーム RNA に結合することが示唆さ

れた。さらに、GTP 型の構造のモデリングから、Era の GTPase 活性を促進するリボソー

ムタンパク質の候補として、S2 や S18 が挙げられた。このことは、30S サブユニットのア

センブリの過程で、Era がこれらのタンパク質の 30S サブユニット前駆体への結合を検

知し、正常なアセンブリを保証している可能性を示唆する。そこで我々は、より詳細な

構造解析を目指し、30S サブユニットと Era の複合体の共結晶を GMPPNP 存在下で作

製した。現在、Photon Factory の BL-5A や NW12A を始めとしたビームラインでＸ線回

折実験を行っており、約５Åの反射を得ているので報告する。 


